
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
に
よ
る
震
災
は
、
未
曾

有
の
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

被
災
者
の
救
援
に
政
府
は

も
と
よ
り
全
国
的
な
支
援
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

江
東
区
は
、
区
民
及
び
帰

宅
困
難
者
の
一
時
避
難
、
ま

た
被
災
地
へ
の
一
定
の
支
援

な
ど
対
応
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。し

か
し
被
害
が
広
が
る
中

で
緊
急
の
支
援
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

又
区
内
の
液
状
化
現
象
に

よ
る
日
常
生
活
へ
の
影
響
や

福
島
原
発
の
放
射
線
や
東
電

の
「
計
画
停
電
」
な
ど
に
よ

る
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。江

東
区
と
し
て
当
面
、
以

下
12
項
目
の
内
容
で
の
対
応

を
申
し
入
れ
ま
す
。

12
項
目
の
要
旨

◆
被
災
地
へ
の
支
援
金
や
物

資
と
人
的
支
援
◆
福
島
原
発

に
よ
る
区
内
放
射
線
レ
ベ
ル

の
測
定
と
情
報
提
供
◆
東
京

電
力
の
「
計
画
停
電
」
に
つ

い
て
の
情
報
提
供
◆
液
状
化

現
象
に
よ
る
被
害
の
復
旧
◆

高
齢
者
世
帯
、
福
祉
施
設
、

保
育
園
、
中
小
企
業
な
ど
の

被
害
の
復
旧
支
援
◆
庁
内
に

地
震
に
関
す
る
総
合
窓
口
を

設
置
、
広
報
対
策

江
東
区
議
団
は
街
頭
・
駅
頭
、

各
区
議
事
務
所
前
等
で
救
援
募
金

を
訴
え
ま
し
た
。

20
日
現
在
総
計
１
１
０
万
円
余

の
募
金
が
集
ま
り
,
た
だ
ち
に
被

災
地
に
送
金
し
ま
し
た
。

区
内
の
新
木
場
、
豊
洲
・
辰
巳

な
ど
で
液
状
化
に
よ
る
土
砂
の
噴

出
、
陥
没
・
亀
裂
な
ど
一
面
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。

●
東
京
ガ
ス
工
場
跡
地
は
、
青
果

卸
、
水
産
仲
卸
売
り
場
な
ど
を
予

定
し
て
い
る
５
・
６
街
区
は
土
砂

が
噴
出
、
亀
裂
が
。

●
辰
巳
団
地
10
街
区
で
は
各
所

の
土
砂
の
噴
出
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
の
亀
裂
・
陥
没
が
。
階
段
下

の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
陥
没
、
階

段
が
一
段
欠
け
、
下
水
道
管
が

破
裂
、
下
の
階
に
汚
水
も
れ

ま
し
た
。

10
街
区
の
電
信
柱
は
殆
ど
が

傾
き
、
辰
巳
第
二
保
育
園
の
園

庭
は
２
メ
ー
ト
ル
も
土
砂
が
噴

出
。
保
育
士
さ
ん
は
、
「
こ
こ

で
保
育
す
る
な
ん
て
怖
く
て
」

と
語
っ
て
ま
す
。

江東区の職場・地域、議会などくら
し・平和を守る運動をご紹介します。
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11
日
午
後
、
団
地
の

お
し
ゃ
べ
り
会
も
終
わ

り
に
近
づ
き
、
食
料
自

給
率
が
話
題
に
な
っ
た
時
、
突
如

大
揺
れ
と
と
も
に
「
国
が
壊
れ
る
」

と
い
う
叫
び
が
起
こ
り
ま
し
た
▼

千
年
に
一
度
と
も
い
わ
れ
る
Ｍ
９
・

０
の
大
震
災
の
壊
滅
的
被
害
は
集

落
を
呑
み
こ
む
大
津
波
に
加
え
て
、

福
島
原
発
の
建
屋
爆
発
な
ど
の
放

射
能
汚
染
で
未
曾
有
の
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
▼
ス
リ
ー
マ
イ
ル
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
そ
し
て
99
年
東
海
村

の
警
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
効
率

と
環
境
に
や
さ
し
い
と
Ｃ
Ｍ
ま
で

流
し
た
「
安
全
神
話
」
は
完
全
に

否
定
さ
れ
ま
し
た
。
原
発
行
政
の

根
本
な
見
直
し
が
急
務
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
▼
失
わ
れ
た
か
け
が

え
の
な
い
人
命
、
住
家
・
田
畑
な

ど
想
定
外
の
天
災
と
い
う
だ
け
で

は
す
ま
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。
防
災
対

策
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
き
た
政

治
の
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。
江
東

区
内
で
も
死
者
２
名
、
辰
巳
団
地

で
の
液
状
化
に
よ
る
上
下
水
管
の

破
断
な
ど
の
被
害
。
小
・
中
学
校

の
耐
震
化
を
す
す
め
て
本
当
に
よ

か
っ
た
▼
い
つ
も
の
よ
う
に
こ
の

実
績
を
横
取
り
す
る
宣
伝
も
あ
り

ま
す
が
共
産
党
区
議
団
と
党
支
部

は
区
内
の
被
害
状
況
を
調
査
す
る

と
と
も
に
、
東
日
本
震
災
救
援
募

金
の
活
動
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
食
の
安
全
が
問
わ
れ
る

築
地
市
場
移
転
予
定
地
の
液
状
化
、

農
林
水
産
業
な
ど
に
壊
滅
的
打
撃

を
与
え
て
て
い
る
今
回
の
大
災
害

を
、
人
命
・
財
産
を
守
る
政
治
の

転
換
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

区
議
会
第
一
回
定
例
会
は
、

10
年
度
最
終
補
正
予
算
、
11

年
度
予
算
審
議
、
す
べ
て
の

常
任･

特
別
委
員
会
で
の
審

議
が
終
わ
り
ま
し
た
。

補
正
予
算
審
議
で
は
、
基

金
の
一
部
積
み
戻
し
と
当
初

保
留
分
の
計
上
と
で
総
額
お

よ
そ
１
１
０
億
円
の
積
み
増

し
が
行
わ
れ
、
積
み
立
て
基

金
総
額
は
７
０
０
億
円
と
な

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

共
産
党
区
議
団
は
本
会
議

代
表
質
問
は
じ
め
、
す
べ
て

の
委
員
会
審
議
を
通
じ
、
不

況
と
社
会
保
障
切
り
下
げ
で

深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
る

区
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め

の
積
極
的
な
提
案
を
行
う
と

と
も
に
予
算
修
正
案
に
ま
と

め
、
提
出
し
ま
し
た
。

修
正
の
主
な
内
容

第
一
に
、
福
祉
や
教
育
、

中
小
企
業
支
援
の
充
実
、
防

災
対
策
の
一
層
の
強
化
。
民

間
委
託
を
中
止
し
、
正
規
職

員
を
採
用
し
、
区
が
率
先
し

て
雇
用
の
安
定
に
努
め
る
こ

と
。

第
二
に
、
区
民
の
立
場
で
不

要
不
急
の
事
業
費
を
削
減
す

る
こ
と
。

第
三
に
、
道
路
占
用
料
の
適

正
化
や
基
金
の
活
用
で
財
源

を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。

修
正
額
は
原
案
を
17
億
５

千
万
円
（
１
・
１
％
）
増
額

す
る
も
の
で
す
。

歳
出
修
正
の
主
な
内
容

■
民
生
費

難
病
患
者
へ
の
福
祉
タ
ク

シ
ー
券
支
給
、
介
護
保
険
料

･

利
用
料
の
負
担
軽
減
、
重

度
介
護
手
当
て
や
入
院
助
成

金
の
支
給
、
認
可
保
育
園
の

増
設
、
中
国
残
留
邦
人
の
生

活
支
援
事
業
の
拡
充
、
生
活

保
護
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の

増
員

■
衛
生
費

前
立
腺
が
ん
検
診
の
拡
充

■
産
業
経
済
費

商
店
街
装
飾
灯
電
気
代
の

全
額
補
助
な
ど

■
土
木
費

退
職
職
員
分
を
新
規
採
用

で
補
充
す
る
と
と
も
に
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
や
マ
ン

シ
ョ
ン
耐
震
改
修
補
助
の
引

き
上
げ
な
ど

地
下
鉄
８
号
線
建
設
基
金

の
積
み
立
て
の
５
億
円
取
り

止
め

■
教
育
費

就
学
援
助
の
拡
充
、
区
立

幼
稚
園
保
育
室
へ
の
ク
ー
ラ
ー

設
置
、
学
校
用
務
業
務
の
民

間
委
託
中
止
な
ど

区
長
へ
の

緊
急
申
し
入
れ

私
た
ち
の
生
存
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
食
料
生
産
地
で
あ
る
東
北
・
関

東
の
太
平
洋
岸
の
各
県
は
、
壊
滅
的
打

撃
を
こ
う
む
っ
て
お
り
ま
す
。

い
ま
な
お
多
く
の
人
々
が
大
津
波
と

福
島
原
発
爆
発
に
よ
る
放
射
能
汚
染
な

ど
未
曾
有
の
災
害
に
多
く
の
犠
牲
・
被

害
を
出
し
、
寒
空
の
下
で
避
難
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

被
災
者
へ
の
救
援
と
復
興
へ
の
み
な

さ
ん
の
暖
か
い
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願

い
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
江
東
地
区
委
員
会

震
災
対
策
本
部

大
震
災
被
災
者
へ
の
救
援
を
訴
え
ま
す

区長に災害への緊急対応を申し入れる区議団＝16日

共
産
党
江
東
区
議
団
は
地
震
発
生
後
直
ち
に

区
内
の
被
災
状
況
を
調
査
、
同
時
に
被
災
者
救

援
募
金
の
取
り
組
み
、
16
日
、
山
崎
区
長
に
、

震
災
へ
の
緊
急
対
応
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

救
援
募
金
各
地
で

江
東
の
液
状
化
深
刻

く
ら
し
・
福
祉
、
防
災
の
た
め
に

区
議
団
予
算
修
正
案
を
提
出

辰巳10街区階段下の陥没 液状化した豊洲・東京ガス跡地

豊洲ビバホーム前で

南砂小学校に避難する人々



▼
日
本
環
境
学
会
幹
事

坂
巻

幸
雄
氏

「
東
京
ガ
ス
工
場
跡
地
は
、

ベ
ン
ゼ
ン
、
シ
ア
ン
、
ヒ
素
、

油
膜
、
油
臭
、
ベ
ン
ゼ
ン
（
ａ
）
、

ピ
レ
ン
等
の
多
重
複
合
汚
染
地

域
で
、
高
濃
度
・
散
在
性
の
汚

染
ス
ポ
ッ
ト
が
多
数
あ
る
土
地
。

都
は
「
不
透
水
層
（
有
楽
町

層
最
上
部
の
粘
性
土
層
）
が
あ

り
、
汚
染
は
下
層
に
拡
大
し
て

い
な
い
」
と
逃
げ
て
い
る
が
、

実
際
に
有
楽
町
層
の
下
に
汚
染

が
広
が
っ
て
い
る
事
例
が
他
で

お
き
て
い
る
。
科
学
的
実
験
の

な
い
都
の
安
全
宣
言
で
は
、
食

の
安
全
は
守
れ
な
い
」
と
資
料

も
示
し
て
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

▼
築
地
青
果
市
場
仲
卸
業
者

佐
藤

龍
雄
氏

汚
染
を
知
っ
た
水
産
仲
卸
の

有
志
が
「
猛
毒
の
地
に
移
転
は

許
さ
な
い
」
と
の
決
意
の
も
と
、

「
市
場
を
考
え
る
会
」
を
設
立

し
て
学
習
会
や
デ
モ
な
ど
行
い
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
水
産

仲
卸
の
73
％
、
青
果
仲
卸
の
90

％
が
移
転
反
対
、
会
に
は
多
く

の
市
民
、
団
体
が
結
集
し
て
頑

張
っ
て
い
る
」
と
発
言
。

▼
東
京
ガ
ス
豊
洲
工
場
労
働
者

伊
野

正
之
氏

「
当
時
は
ガ
ス
を
造
る
の
に
、

石
炭
・
原
油
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
・
ナ
フ

サ
を
併
用
し
て
お
り
、
汚
染
は

石
炭
か
ら
の
生
成
物
で
あ
る
」

な
ど
汚
染
の
歴
史
を
証
言
。

▼
江
東
区
議
会
議
員

斉
藤

信
行
氏

江
東
区
議
会
で
の
築
地
移
転

に
関
す
る
論
戦
の
内
容
や
、
こ

の
問
題
を
取
り
上
げ
て
き
た
党
区

議
団
の
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

会
場
か
ら
の
発
言
は
、
都
議

会
の
状
況
、
交
通
問
題
、
消
費

者
の
視
点
や
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
立
場
か
ら
、
食
の
安
全
な

ど
多
彩
な
発
言
が
あ
り
、
ま
た

「
厚
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
え

ば
汚
染
は
ふ
せ
げ
る
の
で
は
」

な
ど
数
多
く
の
質
問
に
、
「
地

震
で
液
状
化
状
態
に
な
れ
ば
、

汚
染
が
噴
き
出
す
」
な
ど
、
丁

寧
な
回
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

「
築
地
移
転
は
白
紙
撤
回
し
現

在
地
再
整
備
を
」
の
大
き
な
合

意
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
５
日
夜
、
カ
メ
リ
ア
ホ
ー

ル
で
４
百
人
を
超
す
参
加
で
開

か
れ
た
「
つ
ど
い
」
は
、
平
和

の
祈
り
を
込
め
た
黒
坂
黒
太
郎
さ

ん
の
コ
カ
リ
ナ
演
奏
と
矢
口
周
美

さ
ん
の
歌
で
始
ま
り
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
児
玉
都
教

組
執
行
委
員
長
は
「
教
育
勅
語

賛
美
の
石
原
都
知
事
で
は
な
く
、

戦
争
の
真
実
を
し
っ
か
り
伝
え

て
い
く
こ
と
を
大
切
に
す
る
都

政
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

は
じ
め
て
参
加
し
た
都
立
両

国
高
付
属
中
学
の
生
徒
が
文
化

祭
で
東
京
大
空
襲
を
テ
ー
マ
に

英
語
劇
を
上
演
し
、
マ
ス
コ
ミ

で
も
放
映
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
劇
中
歌
の
「Sing

Like
Th

e
Wind

」
（
風
の
よ
う
に
歌
う
）

を
合
唱
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
東
京
大
空
襲
・

戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し

た
り
、
大
空
襲
の
体
験
や
母
校

が
焼
夷
弾
で
焼
失
し
た
こ
と
を

聞
い
た
り
し
て
練
習
を
重
ね
、

「
つ
ど
い
」
で
は
「
上
演
後
、

反
響
が
寄
せ
ら
れ
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
届
い
て
嬉
し
か
っ
た
」
、

「
絶
対
忘
れ
て
は
い
け
な
い
、

伝
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
テ
ー

マ
で
あ
り
沢
山
の
人
に
伝
え
た

い
」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
で
海
老
名
さ
ん
は
祖
母
、

父
母
、
弟
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

大
空
襲
時
の
悲
惨
な
状
況
を
語

り
、
「
優
し
か
っ
た
多
く
の
肉

親
、
活
気
と
温
か
み
の
あ
る
町

を
支
え
た
10
万
人
も
の
人
た
ち

が
一
瞬
の
う
ち
に
死
ん
で
し
ま
っ

た
。
も
っ
と
も
っ
と
大
空
襲
の

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

命
あ
る
限
り
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー

の
こ
の
一
年
間
の
と
り
く
み
も

報
告
さ
れ
、
築
山
実
さ
ん
の
証

言
映
像
「
片
隅
の
祈
り
─
八
百

霊
地
蔵
を
守
る
」
が
上
映
さ
れ

ま
し
た
。

最
後
に
、
早
乙
女
館
長
は

「
開
館
９
周
年
を
迎
え
、
こ
の

間
９
万
７
千
人
が
来
館
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
追
体
験
の
時
代

に
な
る
。
そ
れ
に
は
色
々
な
事

実
に
即
し
た
資
料
が
必
要
だ
。

10
周
年
を
迎
え
体
制
固
め
が
必

要
な
時
期
に
さ
し
か
か
り
、
一

人
ひ
と
り
が
主
体
的
協
力
者
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
「
そ

の
火
を
消
す
な
。
毎
日
毎
日
薪

を
く
べ
ろ
」
の
言
葉
で
結
び
ま

し
た
。

こ う と う 民 報 ２０１１年 ３月号 №７７ －２－

都職労江東支部（現江東区職員労働組合）は都職

労の支部組織として1947年9月1日に、深川分会・城

東分会の二分会制で結成・発足しました。

初代支部長は相沢繁志氏、書記長は堀井金次郎氏

でした。また、甲賀多助氏（城東）と堀井氏は1945

年から都従結成に向け東奔西走し、とりわけ甲賀氏

は都職労結成の1946年か

ら1964年までの間、都職

労中央執行委員として活

躍しました。

江東区は、1945年3月

の東京大空襲により一瞬

のうちに焦土と化し、6

万人の死傷者という未曽

有の惨禍を被りました。

長い間の侵略戦争の悲惨な犠牲を代償に、1947年5月

には日本国憲法、地方自治法も施行され、また教育

基本法や労働基準法等の公布により労働組合運動も、

自由と民主主義を手にし、弾圧によって途絶えてい

た息を吹き返し発展します。戦前は40万人以上いた

人口も大空襲を受けて、1947年には96,870人に減っ

ていましたが、3月15日に旧深川区と城東地区が合併

して江東区が誕生しました。そして9月に、江東支部

も戦災の傷跡深く残る街に産声をあげました。

支部に結集した組合員は役員を先頭に、生きてい

くための飢餓突破資金、生活補給金の闘いに立ちあ

がり、全組合員が行動に連日参加し、支部活動は急

速に高揚しました。

その後、1952年から機関運営が不正常になり、組

合機能を喪失しましたが、吉田栄作氏らの努力によっ

て1962年4月に再建大会を勝ち取りました。以降、都

職労運動とともに1966年の10.21スト、1967年美濃部

革新都政実現とその後の革新都区政確立運動、1973

年庁舎移転合理化反対闘争と電算機の民主的利用闘

争、自治研集会の開催と民主的自治体づくりの運動、

「地方行革」反対闘争、地域春闘の成功、全労連・

自治労連の組織選択などの課題に取り組み地域の労

働運動･民主運動で大きな役割を果たしています。

都職労江東支部の誕生（２） 東京ガス跡地では食の安全守れない
３
月
６
日
、
「
汚
染
さ
れ
た
東
京
ガ

ス
豊
洲
工
場
跡
地
へ
の
築
地
市
場
移
転

問
題
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」(

主
催
・

日
本
共
産
党
江
東
地
区
委
員
会
・
同
区

議
団)

が
江
東
区
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

会
場
溢
れ
る
１
５
０
人
を
超
え
る
人
た

ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

東
京
大
空
襲
を
語
り
継
ぐ
つ
ど
い

東京都知事選挙
投票 ４月10日(日)

区長・区議会議員選挙
告示 ４月17日（日）
投票 ４月24日（日）

「
町
も
家
も
家
族
み
ん
な
を
奪
っ
た
あ
の
惨
禍
を
忘
れ
て
な
ら
じ
」

─
─
講
演
・
海
老
名
香
葉
子
さ
ん
、
中
学
生
の
合
唱
に
感
動

いのち・くらし守る

防災福祉都市の実現を！ 告

知

板




